
坪井川の生息動物は白川に定住できるか 

 

熊本県立第二高等学校 生物部  
 

１ 研究の動機と目的 

  本校生物部はこれまで熊本市坪井川において特定外来種スパルティナの駆除方法や干潟に与え
る影響について調査を行ってきた。昨年の調査でスパルティナ群落周辺に貴重な生物が多く生息
していることを知り、スパルティナを駆除する前にそこに生息する生物を移動し保護する必要が
あると考えた。昨年の夏に環境省が坪井川のスパルティナを駆除する前に白川へ貴重な生物を移
動させていたことを知り、坪井川のそばを流れている白川のヨシ原周辺と、同じ坪井川のヨシ原
周辺へ生物の移動ができるのか興味を持ち、調査を行い考察した。 

２ 調査方法 
調査場所：熊本市坪井川・熊本市白川（図１） 

  Ａ地点：熊本市白川河口から約 700m 地点 

Ｂ地点：熊本市白川河口から約 3.8 ㎞地点 

Ｃ地点：熊本市坪井川河口から約６㎞地点 

※１ 坪井川の下流はスパルティナが生育し、昨年度の調査地点。 
※２ 干潟…ヨシが生育している場所の外 内部…ヨシが生育している場所の中    

【実験Ⅰ】 生息動物調査（環境省モニタリングサイト 1000 干潟調査から）        
(1) 定量調査（３回）：50cm×50cm の方形枠を内部と干潟２か所に設置し表在する生物を採集し 
た。また、50cm×50cm の方形枠内に、直径 10cm のコアサンプラー（深さ 20cm）を差し込み、

底土ごと生物を採集し、1mm の篩でふるい、埋在する生物を採集し記録した。 
(2) 定性調査（３回）：各地点の内部と干潟の生物を、２人で 15分間採集し記録した。 

【実験Ⅱ】 生息環境調査 
(1) 粒度組成：各地点の底土を直径５cm のコアサンプラーを用いて採取し、ふるい分析法を用い

測定した。 
(2) 塩分濃度：各地点に棒を深さ３cmまで差し込み穴をあけ、しみ出た水分を採取し、塩分濃度 

計で測定した。 
(3) 土壌硬度：各地点を山中式土壌硬度計を用い測定した。 

３ 結果 
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(1) Ｃ地点で採集した生物は全てＡ・Ｂ地点のいずれかに生息しており、種数・個体数ともにＡ 

地点の方が多かった。 

(2) 粒度組成はＡ地点の方がＢ地点より泥・レキともに多く、砂の粒径のばらつきも大きい。 

(3) 塩分濃度はＡ地点では干潮時と満潮時の差が見られたが、Ｂ・Ｃ地点はＡ地点ほど差はなか 

った。 

(4) 土壌硬度はＢ地点の内部が最も大きく、Ａ・Ｃ地点では内部より干潟の方が大きい。 
４ 考察 

(1) 生息動物調査について 

  表２より白川のヨシ原に生息する生物は、昨年度の調査地点である坪井川スパルティナ群落 

にも生息していた。このことから、坪井川スパルティナ群落に生息する一部の生物種は、白川 
のヨシ原に定住できる可能性が高い。 

(2) 粒度組成について 

  文献に「生息基盤となる底質の粒度組成の多様性も、多くの底生動物が生息する重要な要因

の一つ」とあった。結果①②からＡ地点の方がＢ地点より粒度組成の多様性が大きく、Ｂ・Ｃ

地点に比べ採集した生物の種数・個体数ともに多かった。よって、今回の調査地点の中ではＡ

地点が最も豊かな干潟であると思われる。 
(3) 生息環境調査について 

    結果②③④からＡ・Ｂ地点はＣ地点と比較して泥質や軟泥質・砂質といった底質環境が多様

であり、Ａ地点では潮汐作用により河川の塩分濃度が変化することがわかった。このことから

白川では干潟の場所により粒度組成や塩分濃度などの環境条件が揃っており、生物は生息環境

に応じて移動ができるため、坪井川スパルティナ群落周辺に生息する生物が白川に定住できる

可能性は高いと考える。 
５ まとめ 

  坪井川スパルティナ群落周辺に生息する生物を白川のヨシ原周辺に移動させることは可能であ

ると考える。また、昨年度の調査地点であるスパルティナ群落周辺に生息する生物はＡ地点で多

く採集できたため、Ｂ地点よりＡ地点の方が定住先として好ましいと考える。今回の調査で、坪

井川ではヨシ原が河口から遠く、スパルティナと隣り合って生育している場所もあり、ヨシがス

パルティナに駆逐されていることがわかった。これまでの研究からスパルティナは驚異的な繁殖

力を持ち、干潟を草原化させるなど周辺の環境に影響を与えることがわかっている。そのためス

パルティナを早急に駆除する必要があると考えている。一方でスパルティナ群落周辺に生息する

貴重な生物を保護する必要もある。今回の調査から、スパルティナに生息する生物を保護するた

め白川のヨシ原に移動させることも手段の１つであると考える。私たちは熊本の干潟を守るため、

今後も研究を続けていきたい。 
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本研究を行うにあたり、ご指導頂いた環境省の田上様にこの場を借りて深くお礼申し上げます。 

表１ Ａ・Ｂ・Ｃ地点の内部・干潟で採集された生物 表２ Ａ・Ｂ・Ｃ地点とスパルティナ群落（昨年度）の 
内部・干潟で採集された共通する生物とその生息環境 


